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人口減少・少子高齢化が進む中、交流人口の拡

大は、地域の活力の維持・拡大に不可欠となって

ております。 

我が国には、旅行者を魅了する素晴らしい自然

や気候、独特の歴史・文化などが揃っており、コ

ロナ禍を乗り越えた今も、これらの魅力は失われ

ていないところです。 

 国は、ポストコロナにおいても、観光は日本の

成長戦略の柱・地域活性化の切り札であるという

認識の下、訪日外国人の地方誘客を推進してお

り、各地域においても、観光地経営の舵取り役と

なる観光地域づくり法人（ＤＭＯ）を設立する動

きが活発に展開されています。 

 このような中、当協会も本年３月に、国の「登

録ＤＭＯ」に登録されたところであり、それに合わせてＤＭＯの取り組む指針となる「鹿

児島市ＤＭＯ戦略」を地域の関係者の皆様と一緒に策定いたしました。 

 この戦略では、「訪れる人の感動・暮らす人の幸せをつくる“稼ぐ観光”の実現」をビジ

ョンに掲げ、当協会が「訪れる人の満足度・消費額」、「地域事業者の収益」、「暮らす人の

満足度」を向上させることを使命に、登録ＤＭＯとして、国や他のＤＭＯ等とも一層の連

携を図りながら、マーケティング・マネジメントに取り組むこととしております。 

 来年には、「大阪・関西万博」が開催され、数多くの外国人観光客の来日が見込まれる

中、今後におきましても、事業者・市民・行政など観光に関わる皆様とビジョンを共有し

ながら、感動を生む魅力あるコンテンツ開発やホスピタリティあふれる受入体制の充実な

ど、観光振興によって得られる成果を皆様とともに享受できるよう取り組んでまいりたい

と考えております。 

 結びに、本戦略の策定にあたり、活発な議論を重ねていただきましたＤＭＯ経営企画会

議やワーキンググループ、専門委員会の委員の皆様をはじめ、意見交換にご協力いただい

た事業者やご意見・ご助言を賜りました関係の皆様方に心より感謝申し上げますととも

に、なお一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。  

 

                           ２０２４年（令和６）４月 
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はじめに  ＤＭＯ（観光地域づくり法人）とは 
 

 

 

ＤＭＯは、もともと欧米の概念で、Destination Management/Marketing Organization

の略です。その名のとおり、観光により地域全体が稼ぐため、観光地において、マーケ

ティング※11・マネジメント※12を実施する組織です。 

  

① マーケティング 

・「観光客視点 = マーケットイン」の発想に立脚した科学的なアプローチを取り入 

れ、客観的なデータを基に戦略を立案・推進 

② マネジメント（調整機能） 

・多様な関係者が地域全体で稼ぐために、それぞれの役割を明らかにし、実行でき

るように調整 

 

  また、観光庁では、次のとおり定義しています。 

 

ＤＭＯ（観光地域づくり法人）は、地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇

りと愛着を醸成する地域経営の視点に立った観光地域づくりの司令塔として、多様な関

係者と協働しながら、明確なコンセプトに基づいた観光地域づくりを実現するための戦

略を策定するとともに、戦略を着実に実施するための調整機能を備えた法人です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：観光庁ＨＰ 
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第１章 戦略策定の概要 
 

 

 

 
 

観光客のニーズの多様化や観光分野における急速なデジタル化等に対応するためには、

「観光客視点 = マーケットイン」の発想に立脚した科学的なアプローチを取り入れ、客

観的なデータを基に戦略を立案し、施策を実行することが重要であり、鹿児島観光コンベ

ンション協会（以下「鹿児島市ＤＭＯ」という。）は地域ＤＭＯとしてその役割を担うこと

としております。 

こうした状況を踏まえ、「訪れる人の感動・暮らす人の幸せをつくる“稼ぐ観光”の実

現」に向け、鹿児島市ＤＭＯが担う役割や数値目標、基本的な方向性、重点的に取り組む

ターゲット等をまとめた「鹿児島市ＤＭＯ戦略（以下「ＤＭＯ戦略」という。）」を策定し

ます。 

なお、ＤＭＯ戦略は、その主体となる事業者・市民・行政・鹿児島市ＤＭＯなど観光に

関係する全ての人々が共有する観光地域マーケティング※11戦略とします。 

 

 

  

  ＤＭＯ戦略は鹿児島市ＤＭＯが策定し、ターゲットの設定等をする観光地域マーケティ

ング戦略で、計画期間を 2024 年度（令和６）から 2026 年度（令和８）までの３年間とし、

ＤＭＯ経営企画会議において、施策案の検討やＤＭＯに関する経営・企画などの運営、効

果検証を行うこととしております。 

また、ＤＭＯ戦略と第４期観光未来戦略は、ＰＤＣＡサイクル※15を回しつつ、相互に整

合を図りながら、それぞれをより効果的なものにしていく関係にあります（図表１）。 

 

 ■図表１ ＤＭＯ戦略の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．策定の趣旨 

２．戦略の位置付け・計画期間 

ＤＭＯ経営企画会議 

観光未来戦略総合会議 



 
 

 

5 

 

  鹿児島市ＤＭＯ（ＤＭＯ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）は、鹿児島市の観光地域づくりの舵取

り役として、「訪れる人の満足度・消費額」、「地域事業者の収益」、「暮らす人の満足度」

を向上させることを使命とし、マーケティング・マネジメント※12に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．鹿児島市ＤＭＯが目指す姿 
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第２章 観光に注力する背景 
 

 

 

 

 

 （１）観光における経済効果（第４期観光未来戦略により抜粋） 

観光は、幅広い業種に関連し、裾野が広い総合産業です。宿泊施設や飲食店、土産品

店、交通事業者等の観光関連事業者への直接的な消費の拡大をはじめ、間接的な消費や

雇用の創出など、地域経済全体に多大な効果を及ぼすことが期待されています。 

このことから、観光を経済成長のエンジンとし、今後の人口減少による個人消費の減

少分を上回る観光消費額※3増を創造し、鹿児島市の経済の活性化や雇用の場の確保につ

なげていくことが重要です。 

 

■図表２ 個人消費減少分及び観光消費額増加分に係る推計の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
      ※観光消費額増加分は令和元年（2019年）観光消費額からの増加分の推移（観光消費額がコロナ前（令和

元年）の水準に令和５年（2023年）に回復し、かつ、数値目標を達成した場合の想定。令和13年（2031

年）には約341億円の増加を見込む。）                 【出所】鹿児島市作成 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．観光がもたらす効果・期待 
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（２）観光による様々な効果のイメージ 

観光は、（１）に前述の経済効果に留まらず、都市ブランドイメージの向上や、観光客

と地域の人との交流による国際相互理解の増進、税収増による市民サービスの向上な

ど様々な効果が期待されます。 

 

■図表３ 観光による様々な効果（経済効果の数値は令和元年の推計値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
※ 経済効果の波及 

・観光客は、ご当地グルメの飲食、お土産の購入、宿泊、交通機関の利用、体験型観光メニューへの参加など、 

多種多様な消費活動をします（直接効果）。 

・このような消費活動に伴い、飲食業や小売業などは原材料の発注を行うため、農業や水産業、製造業などにも 

観光客の消費活動の効果は波及します（間接効果）。 
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第３章 観光の動向 
 

 

 

 

（１）国の目標 

・政府は成長戦略の柱、地方創生の切り札として観光を位置づけ、観光を日本の基幹産

業へ成長させ、日本を「観光先進国」とするための様々な取組を行っています。 

・2016年（平成28）３月に策定した「明日の日本を支える観光ビジョン」及び2023年（令

和５）３月31日閣議決定の「観光立国推進基本計画」では、数値目標を立て、目標達

成に向けて官民一体となって観光立国を実現することを目指しています。 

■図表４ 観光庁「明日の日本を支える観光ビジョン」における国の目標値 

■図表５「観光立国推進基本計画」の目標値 

  【早期達成を目指す目標】インバウンド※2消費５兆円、国内旅行消費20兆円 

  【2025年（令和７）目標（質の向上を強調し、人数に依存しない指標を中心に設定）】 

 

 

 

 
 
 
 
 

１．国の観光動向 

資料：観光立国推進基本計画 
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（２）訪日外国人旅行者数 

・訪日外国人旅行者数は、2019 年（令和元）までは７年連続で過去最高を更新してい

ましたが、2020年（令和２）及び2021年（令和３）は、新型コロナウイルス感染拡大

に伴う水際対策の強化などにより大きく減少しました。 

・2022年（令和４）は、６月の外国人観光客の受入再開後、10 月の入国者数の上限撤

廃、個人旅行の解禁等の水際措置の大幅緩和等により回復傾向に転じ、約383万人

（2019年（令和元）比88.0％減）となっています。 

 

■図表６ 訪日外国人旅行者数 
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資料：観光白書 
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（１）鹿児島県の宿泊観光客数 

・鹿児島県の宿泊観光客数は、2018年（平成30）に8,864,320人と過去最高を更新しま

した。一方で、2020年（令和２）及び2021年（令和３）は、新型コロナウイルス感染

症の影響により大きく減少しました。 

・外国人宿泊観光客数は、2019年（令和元）に過去最高の727,850人となりましたが、

2020年（令和２）以降、大きく減少しています。 

 

■図表７ 鹿児島県の宿泊観光客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
資料：鹿児島県の観光の動向～鹿児島県観光統計～ 

２．鹿児島県の観光動向 
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（１） 鹿児島市の入込観光客数 

・鹿児島市の入込観光客数は、2019年（令和元）は1,000万７千人となっておりました

が、2020年（令和２）及び2021年（令和３）は、新型コロナウイルス感染症の影響に

より大きく減少しました。 

・2022年（令和４年）は、717万７千人（前年比41.5％増）となり、回復傾向に転じて

います。 

■図表８ 鹿児島市の入込観光客数 

 

（２）鹿児島市の宿泊観光客数 

・鹿児島市の宿泊観光客数は、2018年（平成30）に410万人と過去最高を更新しました。

一方で、2020年（令和２）及び2021年（令和３）は、新型コロナウイルス感染症の影

響により大きく減少しました。 

・2022年（令和４）は、295万８千人（前年比36.9％増）となり、回復傾向に転じてい

ます。 

・外国人宿泊観光客数は、2019年（令和元）に過去最高の49万３千人となりましたが、

2020年（令和２）以降、大きく減少しています。 

■図表９ 鹿児島市の宿泊観光客数 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                                  資料：鹿児島市観光統計 

３．鹿児島市の観光動向 
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（３）鹿児島市での１人１泊あたり観光消費額※3 

・鹿児島市での１人１泊あたりの観光消費額は、2019年（令和元）まで増加傾向となっ

ていましたが、2020年（令和２）以降は新型コロナウイルス感染症の影響により、ビ

ジネス目的の割合が高くなったこと等から減少しています。 

■図表10 日本人の１人１泊あたり観光消費額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

・年代別にみると、年代が上がるほど観光消費額は高くなり、70歳代以上が 30,300 円

と最も高くなっています。 

■図表11 日本人年代別の１人１泊あたり観光消費額（2022年（令和４）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：鹿児島市観光消費額調査・マーケティング分析報告書 

資料：鹿児島市観光消費額調査・マーケティング分析報告書 
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（４）鹿児島市への再訪意向 

・鹿児島市への再訪意向は、「何度も行きたい」が新型コロナウイルス感染症流行前の

2019年（令和元）は30.8％でしたが、2022年（令和４）は66.6％となっています。 

■図表12 日本人の鹿児島市への再訪意向 

 

（５）リピーター率 

・リピーター率は、新型コロナウイルス感染症の影響で2020年（令和２）に上昇し、そ

の後減少傾向となっています。 

■図表13 日本人のリピーター率の推移 
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資料：鹿児島市観光消費額調査・マーケティング分析報告書
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資料：鹿児島市観光消費額調査・マーケティング分析報告書 



 
 

 

14 

第４章 国のＤＭＯ登録制度と鹿児島市ＤＭＯの役割 
 

 

 

  

 

人口減少・少子高齢化に直面する我が国の最重要課題である「地方創生」において、観

光は地域を活性化させる原動力となるという観点から、観光庁においては、2015 年（平成 

27）11 月に日本版ＤＭＯの登録制度を創設するとともに、関係省庁と連携した様々な支援

等を行うことにより、ＤＭＯの形成·確立の促進を図ってきました。 

加えて、観光庁では 2020 年（令和２）４月に、観光地域づくり法人全般の底上げを図

るため、ＤＭＯの目的、役割を改めて整理し、各層のＤＭＯ（広域連携ＤＭＯ、地域連携

ＤＭＯ、地域ＤＭＯ）や観光関係者の役割分担を明確にするなど登録制度を見直しました

（図表 14）。 

さらに、「観光立国推進基本計画」が 2023 年（令和５）３月 31 日に閣議決定されたこ

と等を踏まえ、国内交流およびインバウンド※2需要の取り込みによる交流人口・観光消費

額※3 の拡大の重要性を観光地域づくり法人の登録制度に関するガイドラインに明記する

など改正し、各ＤＭＯが世界水準のＤＭＯに成長するよう後押ししています。 

  2023 年（令和５）９月時点で 339 法人が登録され、各地域においてＤＭＯの形成に向

けた取組が引き続き活発に展開されています。 

 

   【参考】 

 

１．国のＤＭＯ登録制度 
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■図表 14 観光庁のＤＭＯの区分 

名称 役割 例 

広域連携 

ＤＭＯ 

複数の都道府県に跨がる地方ブロックレベル

の区域を一体とした観光地域として、マーケテ

ィング※11やマネジメント※12等を行うことによ

り観光地域づくりを行う組織 

（一社）九州観光機構 

地域連携 

ＤＭＯ 

複数の地方公共団体に跨がる区域を一体とし

た観光地域として、マーケティングやマネジメ

ント等を行うことにより観光地域づくりを行う

組織  

（株）おおすみ観光未来会議 

（一社）あまみ大島観光物産連盟 

地域 

ＤＭＯ 

原則として、基礎自治体である単独市町村の

区域を一体とした観光地域として、マーケティ

ングやマネジメント等を行うことにより観光地

域づくりを行う組織 

（公財）鹿児島観光コンベンション協会 

（一社）いぶすき観光デザイン 

（株）薩摩川内市観光物産協会 
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鹿児島市ＤＭＯは地域ＤＭＯとして、実施体制図のとおり行政、商工会議所、県観光

連盟、各事業者団体など多様な関係者と連携を図りながら観光地域づくりを推進しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．鹿児島市ＤＭＯの実施体制について 
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  鹿児島市ＤＭＯと行政（鹿児島市）との基本的な役割分担を図表15のとおりとします。 

 

 ■図表15 鹿児島市ＤＭＯと行政（鹿児島市）との役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．鹿児島市ＤＭＯと行政（鹿児島市）との役割分担 
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第５章 地域の強みと弱み等 
 

 

 

 

地域としての強み・弱み・機会・脅威を次のとおり整理します。 

 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

・活火山桜島や錦江湾などの自然・景観 

・温暖な気候 

・黒豚・黒牛・黒さつま鶏、焼酎などの多様な

食文化 

・幕末・明治維新に象徴される個性あふれる歴

史・文化 

・観光循環バスが運行している 

・観光地を周遊できる観光交通パスがある 

・まち歩きボランティアガイドの充実 

・宿泊施設の充実 

・市内に多くの温泉がある（市街地に 237、桜

島に 30 の源泉） 

・イベントの充実（おはら祭、天文館ミリオネ

ーション、鹿児島マラソン等） 

・都市機能の充実 

弱み（Weaknesses） 

・データに基づく戦略的マーケティング※11の

不足 

・インバウンド※2の受入体制が脆弱 

・桜島のキャッシュポイント※4不足 

・コンベンション施設数、施設間の距離 

・観光地を結ぶ 2 次交通が分かりづらい 

・ナイトタイムエコノミー※8 に関連するコン

テンツ開発不足 

・道路渋滞が多い 

・全国的な交通系 IC カードが利用できない 

・富裕層向け宿泊施設の不足 

・冬期の観光客数の落ち込み 

外部

環境 

機会（Opportunities） 

・陸・海・空の広域交通の拠点 

・新幹線で大阪から 3 時間 50 分、福岡から 1

時間 20 分の時間距離 

・大型クルーズ船が 2隻同時に着岸できる港が

完成 

・小型船用の浮桟橋の設置 

・鹿児島空港から 40 分の距離 

・インターナショナルブランドホテルの開業 

・屋久島、奄美大島の世界自然遺産登録 

・「明治日本の産業革命遺産」世界文化遺産登録 

・鹿児島空港ビジネスジェット専用施設の整備 

・大阪・関西万博の開催（2025 年） 

脅威（Threats） 

・人口減少に伴う個人消費の減少 

・新型コロナウイルス感染症の影響による地

域経済の低迷 

・国際情勢に左右されやすいインバウンド観

光客 

・都市間競争の激化（西九州新幹線開業等） 

・桜島の噴火による影響、風評被害 

 

 

  

１．ＳＷＯＴ分析 
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第６章 戦略の基本的な方向性 
 

 

 

 

 

第４期観光未来戦略は、観光を経済政策として位置付け、人口減少による個人消費の減

少分を上回る観光消費額※3（経済波及効果）を観光で生み出し、本市経済の活性化、所得・

雇用増を図ることで市民一人ひとりの幸せに寄与する“稼ぐ観光”を実現することとし、

私たちが目指すべき観光の基本目標を次のとおり設定しています。 

 

 

 

  ＤＭＯ戦略においても、これを共通のビジョン（ＤＭＯ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡの基本目

標）とし、新たにミッション（ＤＭＯ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡの使命）・バリュー（ＤＭＯ 

ＫＡＧＯＳＨＩＭＡの目指す姿）を掲げ、マーケティング※11・マネジメント※12 に取り組

みます。 

 

■ 鹿児島市ＤＭＯのビジョン・ミッション・バリュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．基本目標等 
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■ＫＰＩ（Key Performance Indicator）  

 
※来訪者満足度：再訪意向で「何度も行きたい」と回答した割合。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

指標項目 

2022 

（Ｒ４） 

年 

【実績値】 

2023 

（Ｒ５） 

年 

2024 

（Ｒ６） 

年 

2025 

（Ｒ７） 

年 

2026 

（Ｒ８） 

年 

観光消費額※3 

（億円） 

 869 1,500 1,540 1,580 1,600 

うち外国人 7 150 170 180 200 

延べ 

宿泊者数 

（千人） 

 2,958 3,920 3,960 3,990 4,000 

うち外国人 22 490 530 570 600 

来訪者満足度 

（％） 

日本人 66.6 100 100 100 100 

外国人 － 100 100 100 100 

リピーター率 

（％） 

日本人 61.3 59 60 61 62 

外国人 － 19 20 21 22 

１人１泊あたり

の観光消費額※3 

（円） 

日本人 23,500 28,500 29,000 29,600 30,000 

外国人 － 30,700 31,500 32,200 33,000 

経済波及効果（億円） 1,204 2,060 2,110 2,170 2,200 

ＷＥＢサイトの

アクセス数 

（ＰＶ数） 

 3,940,345 4,780,000 4,860,000 4,940,000 5,000,000 

うち外国人 166,799 1,000,000 1,090,000 1,170,000 1,230,000 

２．数値目標 

※年度で測定 
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近年の観光市場の動向や鹿児島市の強み・弱み等を踏まえ、ターゲットを次のとおり設

定します。 

 

 

 

 

 

 

 

【選定理由】 

・鹿児島市観光統計において、発地別宿泊観光客数の上位（県内、九州・沖縄を除く）が、関東、関

西、中部であること（図表 16）、また、かごしま市観光ナビのログ解析において、九州以外の閲覧数

が、東京都、大阪府、愛知県の順に多くなっており、鹿児島への関心が高いことがわかります（図表

17）。 

・三大都市圏は、人口が圧倒的に多く、航空機等の交通利便性も高く、出身者など鹿児島市の関係人口

も多くなっています。また、旅行愛好者や MICE 参加者は鹿児島市への誘客や消費増が見込めること

から、三大都市圏を国内第１ターゲット層として設定します。 

 

 

 

 

【選定理由】 

・鹿児島市観光統計の発地別宿泊観光客数の割合（県内を除く）では、九州・沖縄が最も高く、国内第

１ターゲット層（関東・関西・中部）の次に中国地方の割合が高くなっています（図表 16）。 

・観光消費額調査では「九州・沖縄（鹿児島県以外）」「中国・四国」のリピーター率が高くなっていま

す（図表 18）。 

・福岡・熊本・広島は、一定の人口規模があり、新幹線や自家用車等による交通利便性が非常に高いこ

とから、九州地方及び中国地方を国内第２ターゲット層として設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三大都市圏（関東・関西・中部）の旅行愛好者 

三大都市圏のＭＩＣＥ※14 主催者 

九州地方（福岡・熊本）や中国地方（広島）のリピーター 

国内 

第１ターゲット層 

第２ターゲット層 

３．ターゲット 
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■図表 16 発地別日本人宿泊観光客数の構成比 

 

 

■図表 17 かごしま市観光ナビログ解析（2022 年度（令和４）） 

 

■図表 18 地域別リピーター率（2022 年（令和４）） 

 

1.0% 1.0% 0… 0.9% 1.1%
1.0% 1.2% 0.8% 0.7% 1.0%

19.2% 20.2% 17.4% 16.0% 20.1%

0.9% 1.1% 0.6% 0.6%
0.8%

4.2% 4.6%
3.9% 3.2%
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9.6% 9.9%

10.1%
8.6%

10.5%
2.9% 3.1%
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2.5%

2.9%1.0% 1.2%
0.7%

0.7%

1.0%
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31.1% 32.7%

28.4%

28.3% 27.0% 32.0% 34.2% 30.1%
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北海道 東北 関東 北陸 中部 関西 中国 四国 九州・沖縄 県内

548,328

286,073

192,248
165,698

54,035 48,327 40,048 38,796 37,331 31,156
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（鹿児島県以外）

鹿児島県

資料：鹿児島市観光統計 

資料：Google Analytics 

資料：鹿児島市観光消費額調査・マーケティング分析報告書 
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【選定理由】 

・新型コロナウイルス感染症拡大前の 2019 年（令和元）の外国人宿泊観光客数は、香港が最も多く、

次いで中国、台湾、韓国となっており、これまでの実績から東アジア（香港・台湾・中国・韓国）は

鹿児島市にとって重要ターゲットとなっています（図表 19）。 

・また、東アジア（香港・台湾・中国・韓国）及び東南アジア（ベトナム、タイ、シンガポールなど）

は、九州を訪れる外国人観光客数全体の９割を超える重要市場であり（図表 20）、九州から地理的に

も近く、九州各県への直行便も多いこと、今後の伸びしろという観点でも魅力的な市場となっていま

す。 

 

■図表19 鹿児島市の外国人宿泊観光客数 

 

                                                          資料：鹿児島市観光統計 
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東南アジア（ベトナム、タイ、シンガポールなど） 

東アジアのインセンティブトラベル主催者 

海外 

 第１ターゲット層 
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■図表 20 九州への外国人入国者数（2019 年（令和元）） 

 

  

資料：九州運輸局 
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【選定理由】 

・観光庁の推計によると、欧米豪５か国（米、英、独、仏、豪）及び中国の高付加価値旅行者（着地消

費額 100 万円以上／人）は、訪日旅行者全体の約１％ (約 29 万人)にとどまっているが（図表 21）、

消費額は 11.5％ (約 5,523 億円)を占めており、一人当たりの消費額が高くなっています（図表

22）。 

・旺盛な知的好奇心を伴う自然体験・文化消費等を通じ、地域の自然、文化・産業等の維持・発展に貢

献することで、持続可能な地域の実現を目指します。 

・2013 年（平成 25）日本ジオパーク※6に認定された桜島や錦江湾などの地理的優位性を生かし、鹿児

島市ならではのストーリー、地域住民との交流、高付加価値な体験を造成し、滞在日数を増加させる

ことで、約 75 兆円と見込まれる欧米を中心としたアドベンチャーツーリズム※1市場等における高付

加価値旅行者の需要獲得を狙います。 

 

■図表 21 訪日した高付加価値旅行者数 

  

 

  

鹿児島市の桜島・錦江湾の自然、文化、食、暮らしなどの資源を強みと 

して誘客可能な高付加価値旅行者 

資料：地方における高付加価値なインバウンド観光地づくりに向けたアクションプラン 参考資料 

第２ターゲット層 
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■図表 22 高付加価値旅行者の消費額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：地方における高付加価値なインバウンド観光地づくりに向けたアクションプラン 参考資料 
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４．戦略の体系 
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 基本戦略１では次の６点を現状・課題として整理します。 

(1) 地域全体のマーケティング※11・マネジメントを効果的に推進するため、多様な関係

者と連携した継続的にＰＤＣＡサイクル※15を回す推進体制を構築 

(2) 関係者が実施する観光関連事業と戦略の整合性に関する調整 

(3) 行政（観光庁・鹿児島県・鹿児島市）やＪＮＴＯ（日本政府観光局）、九州観光機構、

鹿児島県観光連盟等との連携 

(4) 観光地域マーケティング※11に必要なデータの収集・分析 

(5) 鹿児島ファン（リピーター）の拡大に向けた観光ＣＲＭ※13の推進 

(6) 世界から選ばれる観光地となるためのＳＤＧｓ※16の取組の推進 

 

 

  

  ＤＭＯ戦略の円滑な推進と効果・検証のため、ＤＭＯに関する経営・企画などの運営全

般や施策案について協議するＤＭＯ経営企画会議を設置するとともに、同会議に具体的な

施策案を検討する５つのワーキンググループを置きます。 

  

● ＤＭＯ経営企画会議・ワーキンググループの設置 

 

  ■図表 23 ＤＭＯ経営企画会議とワーキンググループのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

（１）基本戦略 

現状と課題 

基本方針（１）地域マネジメントの体制構築 

取組方針① 多様な関係者と連携した推進体制の構築 

５．基本戦略と基盤強化プロジェクト 

基本戦略１：稼ぐ体制・仕組づくり  

主な取組 
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   稼ぐ観光の実現に向けては、観光商品を有する地域の関係者と目指すべき方向性を共

有し、一体となって取組の実施を進めていく必要があることから、ＤＭＯ戦略や観光Ｃ

ＲＭ、かごしま市観光ナビ、宿泊データ等のマーケティング※11データの共有等を関係者

へ行います。 

 

         ● マーケティング※11データ（マンスリーレポート）の配信 

         ● 多様な関係者の収益力向上に向けた支援 

         ● 観光ＣＲＭ（アプリ等）により取得したマーケティング※11データを 

加盟店へ共有 

  

 

  2022 年（令和４）に鹿児島市が設置した観光未来戦略総合会議等を通じて、鹿児島市

域の各団体の役割分担の整理や連携強化を行うとともに、ＤＭＯの体制強化や効果的な

プロモーション※9 に向け、観光庁やＪＮＴＯ、九州観光機構、鹿児島県観光連盟と情報

共有・連携を図ります。 

 

● 行政（観光庁・県・市）や他のＤＭＯ等との情報共有・連携 

 

 

   

  国内外の市場トレンドや多様化する観光ニーズへの対応が必要であることから、観光

客の動向がわかる統計データや興味・関心がわかる観光客データを収集・分析します。 

 

         ● 統計データ・観光客データの収集・分析・可視化 

● 鹿児島市観光消費額調査の実施 

 

 

    デジタル化の取組の一環として、観光ＣＲＭアプリやかごしま市観光ナビを活用した

地域マーケティングを推進します。 

           

● 観光ＣＲＭ（アプリ等）の推進          

         ● かごしま市観光ナビを活用したニーズ把握 

 

取組方針② 関係者が実施する観光関連事業と戦略等の整合性に関する

調整 

取組方針③ 行政（観光庁・県・市）や他のＤＭＯ等との連携 

基本方針（２）地域マーケティング※ 11 の仕組づくり 

取組方針① 統計データ・観光客データの収集・分析・共有 

主な取組 

主な取組 

取組方針② 観光ＣＲＭ等によるニーズ把握・分析・共有  

主な取組 

主な取組 
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  地域と観光客の双方が観光の意義・効果を実感できる観光地を持続可能な形で実現し

ていくため、鹿児島市とサステナブルツーリズム※5に係る国際的な認証取得に向けた取組

を検討します。 

 

       ● サステナブルツーリズム（現在と未来の環境、社会文化、 

経済への影響に十分配慮した観光)の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針（３）持続可能な観光地づくり 

取組方針① ＳＤＧｓに資する観光地づくりの取組推進 

主な取組 
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基本戦略２では次の４点を現状・課題として整理します。 

(1) 推進・連携体制の構築 
⇒地域の機運を引出し、オール鹿児島で関係者が一体的に連携・協働する体制が構築されておら
ず、将来を見据えた MICE 誘致への取組が組織的に図られる体制が形作られていない。また、形
作られた体制を有機的に運用し、実際の誘致に繋げる専門性を持った人材がいないなど、関係者
の理解度（ひいては専門性）、当事者意識向上のみならず、専門性を持った人材確保に向けた取
組が図られていない。 

 

(2) 戦略的な誘致活動 
⇒誘致活動はもとより、それに向けた事前準備（動向把握、プロモーション活動の方向性の整理
等）の取組が不足している。また、これまでの取組はコンベンション（C）の開催支援が中心で
あったため、企業ミーティング（M）やインセンティブツアー（I）、イベント（E）の誘致・支援
の方向性が不明確である。そのため、戦略的に MICE を推進する上で必要なターゲット（重点分
野）を明確にした誘致活動ができていない。 

 

(3) 受入環境の整備 
⇒MICE 開催を受け入れる、MICE 主催者等のニーズに応え、支援する仕組みが整っていない。ま
た、施設の多くの設備が十分な多言語対応や ICT 対応がされていないなど、その他取組も含
め、ハード・ソフトともにグローバル対応が不十分な面があり、総じて、MICE 開催を受け入れ
る環境、MICE 開催者に選ばれる環境となっていない。 

 

(4) 鹿児島市の優位性（強み・資源）の最大限の利活用 
⇒鹿児島市の優位性については、食、交通、都市機能の集積、歴史・文化・伝統、人材などが想
定されるが、現時点では利活用が一部に限定されている。また、施設についても、大半は市民
利用を前提としており、MICE 利用を想定しておらず、その他多くの資源も MICE 活用を想定し
ていない。そのため、MICE に活用できる強み等はあるものの、有効活用するとともに地域内で
の消費額を高める仕組み・仕掛けとなっていない。 

 

 

  

さらなる交流人口の拡大と地域経済の活性化等につなげるため、ＭＩＣＥ誘致に向け

たセールスや ＭＩＣＥ商談会への参加、また、ユニークべニューの開発によりアフター

コンベンションの充実を図るなどＭＩＣＥ誘致戦略プラン（2021 年（令和３）３月策定）

に掲げる取組を推進します。 

          

  ■ＭＩＣＥ誘致戦略プランの重点ターゲット 

 重点ターゲット分野については、「現時点で一定の実績を有する分野をさらに強化す

るもの」、「広域連携の中で期待されている本市の役割の強化につながるもの」を満た

基本戦略２：ＭＩＣＥ※14誘致   

現状と課題 

基本方針（１）ＭＩＣＥの誘致・受入 

取組方針① ＭＩＣＥ誘致戦略プランの推進 
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すものとし、Ｍ（企業会議）、Ｉ（報奨・研修旅行）については、それら分野で来訪し

た企業向けのプロモーションを強化し、誘致を進めるものとする。それらを前提に、

本戦略の期間において重点的に誘致を進めるべきターゲット分野を以下のとおり設定

した。 

  

   

 

 

 

 

 

   ■ＭＩＣＥ誘致戦略プランの基本戦略 
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基本戦略３では次の表を現状・課題として整理します。 

ターゲット 現状・課題 

共通 

(1) 国内外の市場トレンドや多様化する観光ニーズへの対応 

(2) 観光分野の急速なデジタル化への対応 

(3) 観光客が求めている情報をマーケットインの視点で発信するこ
とが重要 

   ⇒鹿児島市に来訪して感動したことや良かったことで回答が
多い「食事」と「桜島」を活用した情報発信（図表24）。 

(4) 2019年（令和元）以降、PV（ページビュー）数が増加している「か
ごしま市観光ナビ」のさらなる活用（図表25）。 

・鹿児島市は冬場の１月・２月に宿泊客数が減少しており、閑散期
の誘客が課題（図表26）。 

(5) 観光ＣＲＭアプリを活用したリピーター（鹿児島ファン）への情
報発信 

(6) ＤＭＯが地域の情報を集約し一元的に情報発信 

国内 

第１ 
三大都市圏（関東・
関西・中部）の旅行
愛好者 

(1) 鹿児島市への高い興味・関心が見込まれる「ふるさと納税による
寄附者」への情報発信 

 

第２ 
九州地方（福岡・熊
本）や中国地方（広
島）のリピーター 

海外 

第１ 

東アジア（香港・台
湾・中国・韓国）、 

東南アジア（ベトナ
ム、タイ、シンガポ
ールなど） 

(1) 鹿児島空港への直行便の就航状況を踏まえたプロモーション 

(2) 割合が増加している「個人旅行」向けのプロモーション 

(3) 観光庁・ＪＮＴＯ・九州観光機構・鹿児島県観光連盟と連携した
プロモーション 

第２ 

鹿児島市の桜島・錦
江湾の自然、文化、
食、暮らしなどの資
源を強みとして誘
客可能な高付加価
値旅行者 

(1) 観光庁・ＪＮＴＯ・九州観光機構・鹿児島県観光連盟と連携した
プロモーション※9（観光庁の地方における高付加価値なインバウンド
※2観光地づくり・モデル観光地「世界有数の火山と共にある信仰・営み

が調和した循環・再生の仕組み、武家の精神性」鹿児島・阿蘇・雲仙エ

リアの取組との連携を含む） 

(2) 高付加価値旅行者コミュニティの多い趣味嗜好にリンクする旅
行商談会への出展 

 

  

 

 

 

 

基本戦略３：誘客促進  

現状と課題 
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■図表24 日本人の鹿児島市に来訪して感動したことや良かったこと（2022年（令和４））

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■図表25 「かごしま市観光ナビ」PV（ページビュー）数の推移 

 

 

■図表 26 鹿児島市の月別宿泊観光客数 
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■図表27 観光ＣＲＭアプリの属性別会員数（2023年（令和５）９月末時点） 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■図表28 クルーズ船寄港数の推移 
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  観光客の関心が高い「桜島」等の「自然」や「食」などの魅力を中心に、イベント等

タイムリーな情報も含め、地域の情報を一元的にかごしま市観光ナビやＳＮＳ・ＷＥＢ

などにより、発信します。また、実施時期は、観光客の受入の平準化の観点から鹿児島

市の閑散期（１月、２月）への誘客につながるよう検討します。 

  さらに、インバウンド誘客に向け、ＪＮＴＯ、九州観光機構、鹿児島県観光連盟など

の関係機関と連携した海外プロモーション、セールス活動を展開します。 

   

     ● かごしま市観光ナビ（情報発信・予約・決済機能をシームレスに提  

供）を活用した情報発信（国内・海外） 

● ＳＮＳ・ＷＥＢを活用した情報発信（国内・海外） 

    ● 関係機関と連携した海外プロモーション・セールス（海外） 

 

  

   観光客やふるさと納税よる寄附者等と長期的な関係を築き、鹿児島ファン（リピータ

ー）拡大を図るため、観光ＣＲＭアプリを活用した情報発信やふるさと納税を契機とし

た鹿児島への誘客に取り組みます。 

 

● 観光ＣＲＭアプリを活用した情報発信（国内・海外） 

           ● ふるさと納税と連携したプロモーション（国内） 

 

 

  

   観光クルーズ船の寄港数の増を見据え、県・市・関係団体等と連携しながら、観光案

内等の充実を図るなど、クルーズ船の経済効果拡大に向けた取組を進めます。 

 

● クルーズ船の経済効果拡大に向けた取組 

 

   

取組方針① データを活用した国内外からの誘客につながるプロモーシ

ョンの展開 

取組方針② 鹿児島ファン拡大に向けたプロモーションの推進 

基本方針（２）観光クルーズ船の誘致・受入 

取組方針① 県・市・関係団体等と連携した観光クルーズ船の誘致・受入 

主な取組 

主な取組 

主な取組 

基本方針（１）戦略的なプロモーションの展開 
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基本戦略４では次の４点を現状・課題として整理します。 

(1) 消費単価ＵＰを念頭に置いたキャッシュポイント※4（商品）づくり、高付加価値 

化・差別化 

(2) モノ消費からコト消費への転換（体験型観光メニュー等の充実） 

⇒ 新型コロナウイルス感染症拡大前の2019年（令和元）の訪日外国人消費動向 

調査では、「娯楽等サービス費」は4.0％（図表29）。 

⇒ 娯楽等サービス費の購入率は増加傾向にあり、コト消費のニーズが高まっている（図表30）。 

(3)「都市型自然観光」のコンセプトに合った体験型観光メニューの充実 

     ⇒  短い時間でも観光を楽しめるのは鹿児島市のコンパクトシティとしての魅力 

      ⇒ 鹿児島市は自然、海、火山が市街地から近くにあり「都市型自然観光」というポジションで

優位性がある。 

(4) 桜島エリアのキャッシュポイント不足 

     ⇒  観光客の鹿児島市内での訪問観光地は「桜島」が最も多く、特に外国人観光客は80％以上が 

訪問（図表31）。同エリアでのキャッシュポイントの創出が重要 

 

■図表29 費目別に見る訪日外国人旅行消費額 2019年（令和元）  

 

 

 

 

 

 

29.4%

14,132億円

21.6%

10,397億円

10.4%

4,986億円

4.0%, 1,908 億円

34.7%

16,690億円

0.0%

22億円

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年

宿泊費 飲食費 交通費 娯楽サービス費 買い物代 その他

基本戦略４：魅力あるコンテンツ開発   

現状と課題 

資料：観光庁 訪日外国人消費動向調査 
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■図表30 訪日外国人の娯楽サービス費購入率の推移 

 

■図表31 鹿児島市内の訪問観光地 

   【日本人（2022 年（令和 4））】 
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21.5 22.0 23.8
29.3 31.6

35.7
40.9 42.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

（％）

資料：観光庁 訪日外国人消費動向調査 

資料：鹿児島市観光消費額調査・マーケティング分析報告書 

0 10 20 30 40 50

桜島

城山展望台

観光地にはどこにも行っていない

西郷隆盛像

仙巌園

その他

かごしま水族館

維新ふるさと館

歴史ロード維新ふるさとの道

西郷南洲顕彰館・南洲墓地

（％） 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

桜島

仙巌園

城山展望台

かごしま水族館

西郷隆盛像

その他

維新ふるさと館

歴史ロード維新ふるさとの道

観光地にはどこにも行っていない

西郷南洲顕彰館・南洲墓地

無回答

（％） 



 
 

 

40 

 

  

  

地域全体での収益力向上を図るため、宿泊、飲食、交通等の多様な関係者に対して、

「鹿児島ならでは」「ストーリーづくり」などの視点での観光商品・観光サービスの開

発や高付加価値化に向けたマーケティングデータの提供などの支援を行います。 

また、観光客が最も多く訪れている「桜島」エリアにおいて、いかに消費する機会を

提供できるかが鍵となることから、多様な関係者と連携し、活火山桜島ならではの自

然・文化等を生かしたキャッシュポイント（商品）の創出に取り組みます。 

 

           ● 多様な関係者の収益力向上に向けた支援 

                    ● 桜島エリアのキャッシュポイント（商品）の創出 

       

  

海や火山などの自然を気軽に楽しめる「都市型自然観光」というコンセプトに合っ

た体験型観光メニューの創出や磨き上げ等に取り組みます。 
                 

           ● 体験型観光メニューの創出・磨き上げ・販路構築            

          

  

基本方針（１）キャッシュポイント（商品）づくり、 

高付加価値化・差別化 

取組方針① 多様な関係者による観光商品・観光サービスづくり・ 

高付加価値化・差別化 

取組方針② 体験型観光メニューの充実等  

主な取組 

主な取組 
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基本戦略５では次の４点を現状・課題として整理します。 

(1) 観光地を結ぶ２次交通の利便性向上 

⇒ 観光消費額調査で鹿児島市に来訪して残念だったことや不満なことでは、日本人、外国人とも
に「交通アクセス」の回答が最も多く、「バス・市電のルートや乗り方がわかりづらい」「交通
表示がわかりにくい」等の意見が寄せられている（図表32）。 

(2) 性能が向上している翻訳アプリ・翻訳機の十分な活用 

(3) Google マップで行先を探す外国人観光客の利便性向上のための Google マップ上の

英語表記充実 

(4) 危機事象における鹿児島市等の関係機関と連携した観光客への情報発信 

■図表32 鹿児島市に来訪して残念だったことや不満なこと 

   【日本人（2022 年（令和４））】 

 

   【外国人（2019 年(令和元））】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0 10 20 30 40 50 60 70

交通アクセス（ICカード・Suicaが使えない、

移動が大変、乗り方が分かりづらい）

気候（雨、台風接近）

交通渋滞・道路環境

商業施設（時短営業・閉鎖）

食事

観光地（少ない、PRしてほしい）

宿泊先

接客対応・サービス

街の雰囲気が悪い

お土産が売り切れだった

基本戦略５：受入体制の充実 

現状と課題 

0 10 20 30 40 50 60

交通アクセス（バスの回数が少ない、

交通表示がわかりにくい）

観光情報（言葉が通じない・外国語

表記が少ない・パンフレットが少ない）

気候（天候が悪い、暑い）

商店・飲食店（閉店時間が早い、

ショッピングできる場所が少ない）

食事

観光地（観光地が少ない、タクシーが拾いづらい）

交通費・食費・宿泊費（高い）

土産品（品物の種類が少ない）

宿泊施設

カード決済

（件） 

（件） 
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外国人観光客のタッチポイントとなる Google マップや各施設・関係者のホームペー

ジ・掲示物等の現状把握・改善のほか、インバウンド対応の基礎知識習得や語学力向上

に向けた観光関連事業者等への支援により、外国人観光客がストレスフリーで観光を楽

しめる環境づくりを進めます。 

 

   ● インバウンド受入体制強化    

 

  

   観光客等の利便性向上を図るため、観光案内機能の強化に取り組みます。 

 

● 観光案内所の充実 

● 観光ガイドマップの制作 

 

  

   交通表示等の改善など受入環境整備に関する地域の取組の調整・支援を行うことによ

り、誰もが安心して快適に観光できる観光地を目指します。 

 

● ２次交通の利便性向上に向けた調整 

 

  

  

災害等の非常時の観光客への情報発信等について、市等の関係機関と連携して取り組

みます。 

 

         ● 災害等の非常時における観光案内所やかごしま市観光ナビ等での 

情報発信 

 

 

 

 

 

基本方針（１）国内外の観光客の受入・案内機能の充実 

取組方針① 多言語化などインバウンド ※2対応の充実 

取組方針② 観光案内機能の強化 

取組方針③ 受入環境整備に関する地域の取組の調整・支援 

取組方針④ 災害等の非常時における観光客への情報発信 

主な取組 

主な取組 

主な取組 

主な取組 
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基本戦略６では次の４点を現状・課題として整理します。 

(1) 地消地産※7を促進し地域経済循環を高めるため、観光の意義・効果を多様な関係者・

市民に周知 

(2) 鹿児島産の食材を活用した料理を提供する飲食店の情報発信 

(3) 地域経済循環の向上につながる市民（県民）の観光消費の促進 

(4) 旅アトの消費機会の創出 

 

 

  

市内（県内）に豊富に存在する食などの資源を最大限に活かして、観光客に消費され

るサービスの農産物等を含む原材料を地元から調達し、観光における地消地産を進め

ることにより、地域経済循環を高め、経済波及効果の拡大を目指します。 

 

         ● 観光関連事業者等に対する地消地産の促進 

         ● 地消地産に取り組む事業者の情報発信 

 

  

    観光ＣＲＭアプリを活用し、市民（県民）による市内（県内）の観光消費（マイク

ロツーリズム）を促進します。 

 

          ● 観光ＣＲＭアプリを活用したマイクロツーリズムの促進 

 

 

  

    観光の効果をあらゆる産業に行きわたらせる取組の一環として、旅アトの消費拡

大につながる情報を観光ＣＲＭアプリやかごしま市観光ナビで発信します。 

 

● 観光ＣＲＭアプリ等を活用した情報発信 

現状と課題 

基本方針（１）地域経済循環を高める 

取組方針① 地消地産の促進 

取組方針② マイクロツーリズム※ 10 の促進 

基本方針（２）旅アトの消費機会の創出 

取組方針① 旅アトの観光客への情報発信 

主な取組 

主な取組 

主な取組 



 
 

 

44 

 

 

  

  鹿児島市ＤＭＯは、次の現状と課題を踏まえ「基盤強化プロジェクト」として、観光

の意義・効果、ＤＭＯの役割・取組等の啓発やＤＭＯの経営基盤の強化に重点的に取り

組みます。 

 

(1)ＤＭＯ戦略の円滑の推進のためには、観光の主体となる事業者・市民・行政など関

係する全ての人々で、観光の意義・効果やＤＭＯの役割・取組等を共有することが

不可欠 

(2)ＤＭＯが自主的・自律的に活動するために、安定的かつ多様な運営資金を確保す

るとともに、稼ぐ観光の実現に貢献できるＤＭＯ職員を育成するなど、ＤＭＯの

経営基盤の強化が重要 

 

  

   観光地域づくりの推進には、市民一人ひとりが観光の意義・効果を再認識し、おもて

なしの心を持って観光客に接することや、事業者や市民による主体的な観光地域づくり

への参画が重要であることから、市民・関係者向けのＤＭＯの事業報告会・セミナー等

において、観光の意義・効果やＤＭＯの役割・取組等について啓発します。 

 

● ＤＭＯの事業報告会・セミナーの実施 

             ● 観光の意義・効果等の理解促進を図る機関誌の発行 

 

 

  

   ＤＭＯ戦略の取組を自律的・継続的に行うために、安定的かつ多様な運営資金を

確保することが重要であることから、自主財源の確保に向けては、今後、具体的な

行動計画を策定し計画的に取り組みます。 

 

● 安定的な財源確保に向けた行動計画の策定          

（２）基盤強化プロジェクト 

 基盤強化プロジェクト ～戦略の円滑な推進のために～ 

現状と課題 

基本方針（１）観光の意義・効果、ＤＭＯの役割等の理解促進 

取組方針① 観光の意義・効果、ＤＭＯの役割等の啓発 

基本方針（２）ＤＭＯの経営基盤の強化 

取組方針① 安定的な財源確保 

主な取組 

主な取組 
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   ＤＭＯ職員には、マーケティング・マネジメント等の専門性が必要であることか

ら、求められる職員像の整理や人事評価制度の導入を行い、ＤＭＯ職員の人材育成

に取り組みます。 

 

         ● 人事評価制度の導入 

  

 

【求められる職員像】 

      ＤＭＯ戦略の円滑な推進には、職員一人ひとりの能力や資質の向上が不可欠です。

ここに掲げる内容は今後、導入を予定している人事評価制度にも反映します。 

  

区分 求められる職員像 

基本的な姿勢・ 

能力 

・鹿児島市ＤＭＯのビジョン（基本目標）・ミッション（使命）・バリュー

（目指す姿）の実現に向け、業務を遂行している 

・「公正で誠実」「市民・事業者と協働」「積極果敢なチャレンジ」 

「経営感覚」「活力ある職場づくりへの貢献」 

マーケティング 

・戦略策定・推進を行う際、客観的なデータに基づいて判断・意思決定を行っ

ている 

・効率的にマーケティングに係る情報を取得・蓄積・分析するための技術の習

得に努めている 

・外部環境の変化に対して敏感な対応力を有している 

マネジメント 

・ＰＤＣＡサイクルを回す意義を理解している 

・積極的に事業者や市民と連携・調整を行っている 

・より多くの市民・事業者が参画できる制度・仕組みの設計に努めている 

能力開発及び 

業務改善 

・業務上必要とされる、知識の習得や、技術の向上を図るなど自己開発に取り

組んでいる 

・業務改善等に率先して取り組み、主体的に問題意識を持って業務を遂行して

いる 

知識・技術の 

継承等 

・業務を円滑に進めるため、状況にあわせて適切な知識・技術を伝えている、

又は、業務のマニュアルの作成・見直しを行うなど知識・技術の継承に努め

ている 

・発見した課題や取得した情報を所属内や地域に情報共有している 

 

取組方針② 求められる職員像の整理や人事評価制度の導入による 

ＤＭＯ職員の人材育成 

主な取組 
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   観光客の利便性向上やマーケティングデータの取得・分析等に向け、観光分野の

横断的なデジタル化を推進します。 

 

 ● 観光ＣＲＭ（アプリ等）の推進（再掲）          

 ● かごしま市観光ナビを活用したニーズ把握（再掲）  

● かごしま市観光ナビ（情報発信・予約・決済機能をシームレスに提供）を 

活用した情報発信（国内・海外）（再掲） 

● ＳＮＳ・ＷＥＢを活用した情報発信（国内・海外）（再掲） 

● 体験型観光メニューの創出・磨き上げ・販路構築 （再掲） 

● インバウンド受入体制強化（再掲） 

● 観光ＣＲＭアプリ等を活用した情報発信（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針（３）観光分野のデジタル化の推進 

取組方針①横断的なデジタル化の推進 

主な取組 
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ＤＭＯ戦略の円滑な推進にむけ、観光地域のマネジメントやマーケティング、基盤強化プ

ロジェクトを段階的に進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．戦略推進に向けたロードマップ 
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参考  

１．戦略の策定経過 

時 期 内容等 

 

令和５年５月 １日 

 

    

 

 ６月 １日 

 

 

 

    ６月２７日 

 

     

６月２８日 

 

     

７月１０日 

 

     

７月１３日 

 

     

７月１４日 

 

     

７月２７日 

 

     

７月２８日 

 

     

８月 ２日 

 

    

  

８月 ７日 

 

     

８月 ７日 

 

     

 

第１回ＤＭＯ経営企画会議 

・ＤＭＯ経営企画会議の概要について 

・ワーキンググループの構成メンバー等について 

 

第１回ワーキンググループ（ＭＩＣＥ誘致、インバウンド受入整備、着地型

コンテンツ開発、プロモーション） 

・テーマごとの課題について 

 

第２回ワーキンググループ（着地型コンテンツ開発） 

・第１回で出された課題と施策の方向性の整理 

 

第２回ワーキンググループ（プロモーション） 

・第１回で出された課題と施策の方向性の整理 

 

第２回ワーキンググループ（インバウンド受入整備） 

・第１回で出された課題と施策の方向性の整理 

 

第１回ワーキンググループ（広義の観光「検討」） 

・広義の観光の課題について 

 

第３回ワーキンググループ（着地型コンテンツ開発） 

・施策案ついて 

 

第３回ワーキンググループ（プロモーション） 

・施策案について 

 

第３回ワーキンググループ（インバウンド受入整備） 

・施策案について 

 

第２回・第３回ワーキンググループ（ＭＩＣＥ誘致） 

・ＭＩＣＥ誘致セールスについて 

・受入体制構築について 

 

第２回ワーキンググループ（広義の観光「検討」） 

・第１回で出された課題と施策の方向性の整理・施策案について 

 

第１回ワーキンググループ調整会議 

・ワーキンググループで検討された施策案の確認 
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時 期 内容等 

 

８月２１日 

  

   

 

 １０月３０日 

 

    

１１月 ９日 

 

    

 

１１月１７日 

 

 

１１月１７日 

 

 

１１月２０日 

 

 

１２月１８日 

 

第２回ＤＭＯ経営企画会議 

・ワーキンググループで検討された施策案 

・鹿児島市ＤＭＯ戦略の策定について 

 

第４回ワーキンググループ（ＭＩＣＥ誘致） 

・ＤＭＯ戦略（案）について 

 

第４回ワーキンググループ（インバウンド受入整備、着地型コンテンツ開発、 

プロモーション） 

・ＤＭＯ戦略（案）について 

 

第３回ワーキンググループ（広義の観光「検討」） 

・ＤＭＯ戦略（案）について 

 

第２回ワーキンググループ調整会議 

・ワーキンググループの総括 

 

専門委員会（総務委員会・広報宣伝委員会・コンベンション委員会） 

・ＤＭＯ戦略（案）について 

 

ＤＭＯ経営企画会議 

・ＤＭＯ戦略（案）について 
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２．委員名簿 ※敬称略 職名は就任当時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＭＯ経営企画会議委員名簿 ワーキンググループ

広義の観光「検討」　委員名簿

役職 氏名 所属・職名 役職 氏名 所属・職名

会長 下鶴　隆央 鹿児島市　市長 座長 渕本　逸雄 鹿児島商工会議所　副会頭

委員 岩崎　芳太郎 鹿児島商工会議所 会頭 副座長 渡　千左代
城山観光株式会社
専務執行役員

松山　芳英 鹿児島市　副市長 副座長 崎元 秀紀
鹿児島市ホテル旅館組合
専務理事

岩元　修士
株式会社山形屋
代表取締役社長

委員 押川　蓮斗 ＮＰＯ法人桜島ミュージアム

中野　寿康
株式会社南日本放送
代表取締役社長

水野　俊彦
株式会社南日本放送　編成局
地域ネットワーク部長

東　清三郎
城山観光株式会社
代表取締役会長

坂口　祐一
鹿児島みらい農業協同組合
経営企画部　組織広報課課長

副会長 池田　哲也
公益財団法人
鹿児島観光コンベンション協会
専務理事

宮内　和一郎
鹿児島県漁業協同組合連合会
代表理事専務

樋渡　真矢 株式会社山形屋　企画部長

遠矢　喬志
公益社団法人鹿児島県特産品協会
事務局次長

肥田木　康正
鹿児島県飲食業生活衛生同業組合
理事長

大澤　晃
鹿児島市
観光プロモーション課　主幹

ワーキンググループ ワーキンググループ

ＭＩＣＥ誘致　委員名簿 インバウンド受入整備　委員名簿

役職 氏名 所属・職名 役職 氏名 所属・職名

座長 渡　千左代
城山観光株式会社
専務執行役員

座長 崎元 秀紀
鹿児島市ホテル旅館組合
専務理事

副座長 下津 昭則 鹿児島商工会議所　議員 副座長 岩崎　貴光 鹿児島商工会議所　議員

井上　博道
一般社団法人日本旅行業協会
株式会社ＪＴＢ鹿児島支店
営業担当部長

副座長 樋渡　真矢 株式会社山形屋　企画部長

委員 三月田　淳
鹿児島国際観光株式会社
執行役員支配人

委員 西村　将男
鹿児島交通株式会社
代表取締役副社長

本村 雅樹
九州みやび観光株式会社
代表取締役

川上　博文
南国交通株式会社
自動車事業部長

稲森　慎一郎
株式会社島津興業（仙巌園）
観光交流課　兼　商事課　課長

原田　豊
鹿児島市タクシー協会
専務理事

野崎　健二 株式会社フタバ　専務取締役 遠矢　喬志
公益社団法人鹿児島県特産品協会
事務局次長

坂口 順一郎 株式会社CSS　代表取締役 米倉　健
鹿児島県飲食業生活衛生同業組合
康正産業株式会社
ブランド戦略課　課長

立山　順也
株式会社南日本リビング新聞社
メディア営業部　課長

山崎　美智子
有限会社アイエス通訳システムズ
代表取締役

米重　浩之
鹿児島市
観光プロモーション課　主査

山﨑　省吾
株式会社南日本新聞社
経営企画局　企画経理部　副部長

大久保　優子
鹿児島市
観光プロモーション課　主査
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ワーキンググループ ワーキンググループ

着地型コンテンツ開発　委員名簿 プロモーション　委員名簿

役職 氏名 所属・職名 役職 氏名 所属・職名

座長 押川　蓮斗 ＮＰＯ法人桜島ミュージアム 座長 水野　俊彦
株式会社南日本放送
編成局　地域ネットワーク部長

副座長 塩見　剛
一般社団法人日本旅行業協会
株式会社ＪＴＢ九州仕入販売部
地域統括担当部長

副座長 木村　邦彦
公益社団法人鹿児島県観光連盟
総務部課長

堀切　美貴子
（一社）九州通訳者・翻訳者・
ガイド協会
鹿児島県支部長

委員 神宮司　明人
一般社団法人日本広告業協会
株式会社大広九州　営業局南九州支局
アカウントプランナー

委員 池田　圭宏
かごしま魚市場ツアー実行委員会
実行委員長

佐々木　邦晃
日本航空株式会社
鹿児島支店　副支店長

川崎　恭資
錦江湾遊覧観光協会
副理事長

古賀　康之
全日本空輸株式会社
鹿児島支店　マネジャー

柿元　理榮
TABITTO Travel Kagoshima
（合弁会社BIROU）代表

杉谷　昌紀
九州旅客鉄道株式会社
鹿児島中央駅　駅長

坂口　祐一
鹿児島みらい農業協同組合
経営企画部　組織広報課課長

谷口　貴子
鹿児島空港ビルディング株式会社
事業広報部長

大久保　好英
鹿児島県漁業協同組合連合会
総務企画課　課長

前田　真一
ＪＡ鹿児島県中央会
総務部長

松崎　正人
鹿児島県飲食業生活衛生同業組合
康正産業株式会社
観光営業課　課長

菊地　茂樹
鹿児島県酒造組合
さつま無双株式会社
代表取締役社長

美坂　裕生
鹿児島商工会議所
総務企画部長

久保　武之
鹿児島商工会議所
総務企画部　副部長

山口　篤樹
鹿児島市
観光プロモーション課　主査

森　智美
鹿児島市
観光プロモーション課　係長

専門委員会 専門委員会

総務委員会　委員名簿 広報宣伝委員会　委員名簿

役職 氏名 所属・職名 役職 氏名 所属・職名

理事 中　豊司 鹿児島市　観光交流局長 理事 伊田　尚充
鹿児島商工会議所
観光・飲食・交流部会副部会長

岩崎　貴光
いわさきコーポレーション株式会社
代表取締役副社長

内大久保　清志 谷山観光協会　会長

岩元　修士
株式会社山形屋
代表取締役社長

海老原　毅
九州旅客鉄道株式会社
執行役員鹿児島支社長

國弘　崇
株式会社南日本新聞社
取締役

徳島　健
株式会社電通九州
鹿児島支社長

澤田　了三
鹿児島県茶商業協同組合
理事長

中野　寿康
株式会社南日本放送
代表取締役社長

長野　信弘
株式会社島津興業
常勤顧問

中原　國男
株式会社ホテル中原別荘
代表取締役会長

松前　邦昭
株式会社鹿児島銀行
常務取締役

評議員 大屋　次男
株式会社本坊商店
営業本部　理事

評議員 岩切　俊一 南国交通株式会社　常務取締役 奥　眞一
鹿児島市　観光交流局参事
観光交流部長

大迫　哲也 鹿児島相互信用金庫　専務理事 検見﨑　治久 鹿児島経済同友会　事務局長

上國料　智紀
鹿児島県農業協同組合中央会
専務理事

橘木　宏幸
公益財団法人鹿児島県観光連盟
専務理事

白石　貴雄 鹿児島市交通局長 新納　剛史
鹿児島テレビ放送株式会社
取締役

西村　義久
鹿児島信用金庫
常勤理事

原井　聡明
株式会社鹿児島読売テレビ
代表取締役社長

山下　春洋
鹿児島商工会議所
専務理事

盛満　公平
渕上印刷株式会社
代表取締役社長

弓削　博義 株式会社鹿児島放送　取締役 山元　紀子
きりしま高原麦酒株式会社
代表取締役社長
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専門委員会

コンベンション委員会　委員名簿

役職 氏名 所属・職名

理事 井原　浩二
西日本電信電話株式会社
鹿児島支店長

大西　千代子
鹿児島県
観光・文化スポーツ部次長　兼
観光対策監

久見木　大介 日本航空株式会社　鹿児島支店長

谷川  麻奈美 鹿児島市社交業組合　理事長

東　清三郎 城山観光株式会社　代表取締役会長

藤﨑　美保 全日本空輸株式会社　鹿児島支店長

山田　聡 株式会社ＪＴＢ　鹿児島支店長

評議員 石澤　一典
鹿児島空港ビルディング株式会社
代表取締役専務

後田　義彦
日本ガス株式会社
専務取締役

佐藤　清友
近畿日本ツーリスト株式会社
鹿児島支店長

下津　昭則
鹿児島国際観光株式会社
代表取締役社長

西村　将男
鹿児島交通株式会社
代表取締役副社長

山口　大悟
公益財団法人鹿児島青年会議所
理事長

山崎　美智子
有限会社アイエス通訳システムズ
代表取締役

横瀬　修
株式会社日本旅行
鹿児島支店長
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３．用語解説（５０音順）※括弧は各章の冒頭の用語の該当頁。ただし、27頁、28頁を除く。 

 
※1アドベンチャーツーリズム（25頁） 
 「自然」・「文化体験」・「アクティビティ」の３つの要素のうち、２つ以上で構成される体験型の旅行形
態の１つ。アクティビティを通じ、地域の自然・文化を体験することで、旅行者自身が新しい・多様な価 
値観に触れ、自身の内面が変わっていくような旅のスタイル 
 
※2インバウンド（8頁、14 頁、18 頁、34 頁） 
 外国人が訪れてくる旅行のこと。日本へのインバウンドを訪日外国人旅行または訪日旅行という。 
 
※3観光消費額（6頁、12頁、19 頁） 
 観光客が交通費、宿泊料、土産品代、飲食代、入場料、体験型観光メニューなどに消費した観光消費の
総額 
 
※4キャッシュポイント（18 頁、38 頁） 
 お金を生み出せる機会、収入源 
 
※5サステナブルツーリズム（31頁） 
 訪問客、産業、環境、受け入れ地域の需要に適応しつつ、現在と未来の環境、社会文化、経済への影響
に十分配慮した観光。持続可能な観光を実現するには、「環境」、「社会文化」、「経済」の３領域の適切な
バランスが求められる。 
 
※6ジオパーク（25 頁） 
 地質学的な遺産を保護し、科学教育や防災教育の場とするほか、新たな観光資源として地域の振興に生
かすことを目的としたユネスコの正式事業 
 
※7地消地産（43頁） 
 「地産地消」が「地元でとれた生産物を地元で消費すること」であるのに対して、「地消地産」は「地
元で消費する食材等を地元から調達すること」 
 
※8ナイトタイムエコノミー（18頁） 
  夜間（一般的には、日没から日の出まで）の経済活動のこと。夜間の様々な活動を通じて、地域の魅力
や文化を発信し、消費拡大などにつなげる考え方 
 
※9プロモーション（30 頁） 
 受け手が、製品やサービスに対する意識、関心を高める活動のこと 
 
※10マイクロツーリズム（43 頁） 

遠方や海外への旅行に対し、３密を避けながら地元の方が近場で過ごす旅のスタイル。自宅から１～２
時間程の距離で、安心、安全に過ごしながら地域の魅力を深く知るきっかけになり、地域経済にも貢献 
 
※11マーケティング（3頁、4 頁、15頁、18頁、19頁） 
 顧客が真に求める商品（サービスを含む）を作り、その情報を届け、顧客がその商品を得られるように
する活動を表す概念のこと 
 
※12マネジメント（3頁、5 頁、15 頁、19 頁） 
 経営体または“経営する”こと。その核は調整で、全体目標と個別目標の調整、各種ステイクホルダー
間の調整など自立した個間の調整を行うこと 
 
※13ＣＲＭ（29 頁） 
 「Customer Relationship Management」の略称。顧客属性や購買履歴といったデータを蓄積・管理し、
それぞれの顧客に応じた最適なサービスを提供することで、長期的な関係を築き、顧客満足度の向上や取
引関係の継続に繋げる取組 
 
※14ＭＩＣＥ（21 頁、32頁） 

多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称 
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※15ＰＤＣＡサイクル（4頁、29 頁） 
 品質改善や、業務改善活動などで広く活用されているマネジメント手法のひとつであり、「計画（Plan） 
」「実行（Do）」「評価（Check）」「改善（Action）」のプロセスを順に実施していくもの 

 
※16ＳＤＧｓ (持続可能な開発目標)（29 頁） 
 「Sustainable Development Goals」の略称。2015 年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開
発のための 2030 アジェンダ」に記載された国際目標。貧困や飢餓の撲滅、教育、ジェンダーの平等、ク
リーンエネルギーの普及、経済成長、環境保全、平和構築など、17 の目標と各目標に紐づく 169 の ター
ゲットから成り、2030 年までの達成を目指している。 
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